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1．はじめに

　この論文では、産業財マーケティング研究のなかでも主要な領域である産業財購買

行動研究を取り上げる。その研究対象となる産業財購買行動とは、産業財使爆を目的

として企業により行われる購買行動である。そして産業財とは、買い手となる購買企

業と売り手となる販売企業との間で取引される対象（財またはサービス）である。た

とえば自動車業界やパソコン業界などにみられる部品メーカーと組み立てメーカーは

部品の取引をめぐって売り手と買い手の関係にあり、部品メーカーの生産する部贔を

組み立てメーカーが産業財として購買している。この場合、生産者と生産者の間で産

業財に関する取引が行われていることになるが、購買企業は必ずしも生産者とは限ら

ない。先述した部品取引の例と同様にして生産者と流通業者の問でも産業財に関する

取引が行われている。つまり生産者が売り手となり、自ら生産した製品を卸売業者や

小売業者に販売する場合の産業財取引がある。さらに売り手と買い手を流通業者とす

るならば、卸売業者間での取引、卸売業者と小売業者との取引も産業財取引とみなす

ことができる。

　産業財購買行動研究に目を向けると、その研究領域に含まれながらも独自のスタン

スで取り組まれてきた研究領域がある。それは小売業の購買行動に関する研究（小売

購買行動研究；RetaiBllylng：Behavior　Rese技rch；RBBR）である。それは産業財の

買い手を小売業者に特定して、企業の購買行動を分析し理論化することを目的とした

一連の研究である。

　産業財購買行動研究における小売購買行動研究の独自性はSheth（1981）が最初に

指摘した。それ以後のノ1、売購買行動研究はSheth（198！）やSheth（1973）の定義や

分析枠組みをベースとして展開している（Hansen　and　Hans，！998）。またその一方
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でSheth（1981）と異なる視角からも小売購買行動について研究が行われている

（Dicklnson，1966；Neu，　Graham，　alld　Gilly｝1988）Q

　本稿では小売購買行動研究について行った文献レビューをもとにして、先行研究の

抱えている限界を指摘し、その限界を克服する今後の展開方向を提示したい。その展

開方向とは「買い手視角」での小売購買購買行動研究である。なお本稿では小売購買

行動研究のメイン・ストリームであるSheth（1981）と後継研究を中心にして、これ

までの先行研究を検討する。

2、小売購買行動研究の展開一選択意思決定としての究明

　ここでは小売購買行動研究のなかのメイン・ストリームに焦点をあて、分析枠組み

と研究成果をもとに先行研究の展開を整理することにする。メイン・ストリームに着

目することによって、多くの研究者が関心を寄せた研究課題、それらの依拠した定義、

分析枠組みを確認する。またメイン・ストリームと対比させることによって、そこに

含まれない先行研究の位置づけとその貢献を確認する。

　すでに述べたように、小売購買行動研究では1つの論文をベースとして研究が積み

重ねられてきた（Hanse歎and　Hans，1998）。そのベースとなる論文とはSheth（1981）

である。この論文のなかでShethは、小売業者における購買行動1には消費者の購買

行動と製造業者の購買行動2の両者に類似した側面があり、この「二面性」を考慮して小

売業者の購買行動を分析すべきだと主張する。その主張によれば二面性とは、「商品購

買行動の内容は消費者の購買行動に類似し、そのプロセスは産業財購買行動に類似す

る」ということを意味する（Sheth，1981；pp．180・181）。小売業者は標的顧客のニー

ズを充足するという醸的にもとづいて品揃え物を構成する。そこで品揃え物の構成要

素である個々の商品について小売業者は、標的顧客のニーズを充足できる商品を探索

し、選択し、購買する。この商品選択の点で小売業者は消費者の購買行動を代行して

いるとみなすことができる。そのため両者の商品選択結果における類似性は高くなる。

1その本文ではMerchandise　Buying　BehaviQrとあり、流通業者の購買行動を指している。

2Sheth（1981）では産業財購買行動（industrial　buyillg　behav玉or）とある。筆者はこの論文が流通業の

　購買行動を分析するための議論を行っていることから、あえて本文にある「製造業の購買行動ゴと修

　正した。なお本文中において「製造業の購買行動」とある場合には、再販売目的ではなく使用目的で

　産業財を購買する製造企業の購買行動を意味する。
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ただしこの品揃え物構成を実現するプロセスに関しては、営利目的で購買意思決定を

行っているという理由から小売業者は消費者と異なり、むしろ購買企業としての製造

業者の購買行動と類似性が高くなる。言い換えるならば小売業者では標的顧客の買い

物バスケットの集合に近い昂揃え物を形成するという目的から、結果として購買され

る商品は消費者の購買する四聖に近似するが、購買プロセスは再販売による営利獲得

を目的とするために製造業の購買プロセスに近似する。

　この「二面性」の認識に立ちSheth（1981）は消費者と製造業者に関する購買行動

の研究成果から関連する概念と分析枠組みを円周することによって、小売業者の購買

行動に関する分析枠組みを構築した（p．181）。

図1She癒（1981）の小売購買行動モデル

商品要件 事業動向 財務状況

選択方法
供給業者／製品の

理想的選択結果

供給業者／製品の

案際的選択結果

供給粟者との

　近接性
事業交渉 市場状況

療本より一部を抽出して筆者訳出

　この図！に描かれているモデルから分かるように、Sheth（1981）は小売購買行動

を2っの選択悶題を解決する購買行動として捉えている。それら2つの問題とは「商

品」と「ベンダー」についての選択問題である。またこのモデルに関してShe嶺（1981）

は、組織レベルでの購買行動を想定している3。なぜならばSheth（1981）は購買プ

ロセスの企業的な側而を「組織的な選択意思決定」という部分に求めたからだ。それ

ゆえにSheth（1981）は、購買担当者の個人属性ではなく、「事業動向」や「財務状

況」などの組織属性を変数としてモデルを構築している。

3このように組織的な選択意思決定を想定してモデル化を行った背禦には、前述したように品揃え物構

　成を行うプロセスで小売業者は、営利企業として禽理的な行動を採るという考えがある。
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　以下では過去の研究蓄積のなかにSheth（1981）を投じることで、小売購買行動研

究におけるその重要性を明らかにするとともに、この研究領域の鳥鰍図を示すことに

する。

2－1．先行硯究の展開一属性研究から意思決定研究へ

　Sheth（1981）より以前から小売購買行動に対する研究の目は向けられていた。た

だし当時の研究は曖昧な因果関係を想定し、購買担当者の個人属性と購買成果との関

係を分析するにすぎなかった。たとえばSaunders　and　Deeble（1965）はボランタリ

ー・ `ェーンに所属する小売業の購買担当者を調査することにより、購買担当者に共

通して備わっている個人属性を識別しようとした。そしてMartin　Jr，（1973）は業績

の異なる小売店舗を対象として購買担当者の個人属性を調査し、業績グループ間で購

買担当者に備わっている個人属性を比較することで業績に影響する個人属性を特定し

ようと試みた。調査結果にもとづいてMartin菰（1973）は、経験豊富な購買担当者

ほど店舗業績に対する貢献度が大きいと：主張している。さらにMartin　JL（1973）は

実務に対するインプリケーションとして、店舗業績を高めるためには経験豊富な購買

担当者の能力を積極的に活用することが重要であり、そのためには購買意思決定にお

ける購買担当者の個人裁量に配慮し、経験を生かした購買意思決定ができるようにす

べきだと主張している。

　Saunders　a豆d　Deeble（1965）のように購買担当者に共通する個人属性を単に識別

する調査に比較して、Marti11此（1973）は店舗業績という成果との因果関係を想定

した分析を行っている点が特徴的である。またSaundefs　and　Deeble（1965）とMartin

翫（1973）は、購買担当者の個人属性に着目して小売購買行動を分析している点で共

通している。つまりこれらの研究は小売購買行動を個人レベルで定義しており、購買

担当者には共通する個人属性を識別することができ、店舗業績の格差は個人属性の質

的・量的な違いで説明できるという分析枠組みを構築している。ただしSaUIlders　and

Deeble（1965）とMartin　Jr．（1973）では、購買担当者の個人属性が購買行動に影

響して購買成果に影響を及ぼすプロセスを明らかにできない。なぜなら彼らの研究に

おいて、このプロセスはブラック・ボヅクスであり、そのブラヅク・ボックスに対し

て購買担当者の個人属性が影響すると考えられているからだ。

　そしてGronhaug（1975）は、購買意思決定における情報探索段階を専門店につい
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て分析している。Gronh恕g（197δ）は小売購買行動を購買品題の解決行動とみなし

た。その調査結果では購買担当者が購買目的を達成するために、その情報探索活動を

通じて得た晶晶を加えて、新たな選択集合を形成して購買活動にあたっていることが

主張されている。

　以上のようにGronhaug（1975）は小売購買行動を商品購買の問題解決行動と定義

し、問題解決にかかわる情報探索段階での購買担当者の行動に分析の焦点を絞り込ん

でいる。この点でGronhaug（1975）はSaunders　and　Deeble（1965）とMartin　Jr．

（1973）でブラック・ボックスとして扱われていた部分に分析のメスを入れている。

ただしGfonhaug（1975）は情幸浸探索段階での成果として形成される選択集合に関心

があり、その選択集合から最終選択にいたる山鼠解決プロセスには関心がなく、問題

解決プロセス金体を分析していない。それゆえに分析のなかでGronh段ug（1975）は

「選択意思決定は個人的あるいは組織的に行われるのか」という購買意思決定単位の

問題を考慮するまでに至っていない。

　この購買意思決定単位の問題については、後にHutt（1979）が功績を残している。

Hutt（1979）は小売購買行動を組織的な購買意思決定と捉えて、小集団理論にもとづ

き分析している。その分析の中核概念は「擬集性」と「リーダーシヅプ」である。Hutt

（1979）は擬集性の高い購買組織ほど強いリーダーシップを発揮する鰯人が存在する

と想定し、購買する製品の特性に応じて組織擬集性とリーダーシヅプの関係は変化す

ると考えた。その分析結果によれば購買意思決定を組織的に行う場合であっても、擬

集性の高い購買状況においては公式・非公式にかかわりなくパワーを有する個人の意

見が組織の購買意思決定に反映される可能性が高い。すなわちH礁（王979）は組織

的な意思決定単位を想定したとしても、購買状況に依存して購買意思決定を統制する

レベルは異なると主張した。

　ここで取り上げたのは僅かであるが、Sheth（1981）以前から小売購買行動に関す

る研究は行われている。ただしそれらの先行研究は、小売購買行動について明確な定

義を与えることはなく、その定義にしたがって分析枠組みを構築していない。またそ

れらの先行研究は製造業に関する産業財購買行動を直接的に援用している。このよう

にShoth（！981）以前の先行研究は産業財購買行動の研究において小売業と製造業を

区分した研究の必要性を意識していない。むしろ小売購買行動の研究は、製造業に関

する産業財購買行動の延長線土に位置している。
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　しかしSheth（1981）の発表以後、小売購買行動に関する研究は小売業の特殊性を

前提として、その購買行動を研究するようになる。そのなかの多くは小売購買行動を

選択意思決定として定義し、情報処理モデルにしたがって理論的に解明しようと試み

る「選択意志決定論」としての小売購買行動研究である。以下ではこれらの先行研究

を商品選択とベンダー選択の2つに分けて考察する。

2・2．商品選択意思決定としての小売購買行動研究の展開

　Upah（1983）は小売購買行動を商品選択意思決定と想定し、製品属性である「複

雑性」が小売購買行動に及ぼす影響を分析している。まず先行研究を踏まえて3つの

仮説を提示し、次に仮説を統計的な手法で検証した。その統計的手法による分析結果

を通じてUpah（1983）は、製品の複雑性と購買担当者の知覚する情報の重要性に一

定の関係があると主張した。その主張によれば、製品の複雑性が高いほど販売企業の

プロモーションは購買担当者に重要な情報源として知覚されやすい。4

　Fairhurst　and　Fiorito（1990）はShe　th（1981）の小売購買行動モデルに新たな変

数を加えて、購買担当者の佃人属性と業績との関連性を分析している。その分析の結

果、個人属性である「購買担当者の経験量」と「購買担当者により必要とされるトレ

ーニング量」が、部門レベルで測定した業績と統計的に有意な関係にあることが明ら

かとなった。その分析によれば経験量の多い購買担当者が多いほど部門業績は高く、

トレーニングを必要と考える購買担当者の多いほど部門業績は低いことになる。

　Kline　and　Wagner（1994）は、商品選択意思決定において購買担当者が最も依拠

する情報源として「個人の経験」を十分に考慮していないという点を指摘し、それま

での先行研究を批判している。そして：K墨i丑eand　Wag丑er（1994）は購買担当者個人

について、個人属性である「経験」と商品選択意思決定において依拠する情報源との

関係を分析している。さらにその分析で：Kline　and　Wagner（1994）は情報源を単に

識別するのではなく、情報源間での相対的な重要性を踏まえている。その分析結果に

よれば、新規購買において購買担当者の個人属性である「経験」が商品選択意思決定

に大きく影響し、「経験」という個人属性における差違が商品選択意思決定の結果に差

4なお被験者は店長か店舗オーナーに設定しており、Upah（1983）の定義する購買担当者は権限にもと

　つくフォーマルな意思決定リーダーである。
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違を生み出す。

　Ettenson　and　Wagney（1986）は購買経験の異なる3つの被験者グループを比較す

ることによって、個人属性の「経験」が商品の販売可能性の判断に及ぼす影響を分析

している。そのなかでEttenson　and　Wagner（1986）は商品の販売可能性を判断す

る際に使用される情報と付与される重要性が、購買担当者の経験レベルで異なると仮

定した。5

　Pilling　and　Eroglu（！994）は購買担当者を被験者として、営業担当者が商品選択

意思決定に与える影響力を分析している。その分析はWlagner　et　al（1987）に依拠し

ており、それと同様にして小売購買担当者は個人裁量にもとづき商品選択意思決定を

行うものと想定されている。Pilli難g　and　Erogl鷺（1994）によれば購買担当者は商品

選択意思決定において組織内部に蓄積された情報よりも営業担当者から提供される情

報に依存する傾向が強く、そのため製造業の購買担当者に比較して販売企業の営業担

当者の影響力が選択意思決定に及びやすい。

　以上のようにして先行研究は、小売購買行動を商品選択意思決定と捉えることによ

り、情報処理モデルにもとつく分析を積み重ねてきた。そして分析では小売購買行動

が個人裁量に依拠した商品の選択意思決定として行われるということを前提としてい

る。この点で先行研究はSheth（1981）の主張をもとにして展開をとげつつも、その

購買委意思決定単位は組織レベルではなく個人レベルを想定していることになる。

　小売業考は、商品とは別に流通サービスも購買する。この流通サービスはベンダー

との取引を通じて購買することになる。次にベンダー選択に関連する小売購買行動に

ついて先行研究の動向をみる。

2・3、ベン二一選択意思決定における小売購買行動研究の展開

　McGoldrick　and　Douglas（1983）は商品選択意思決定に比較してベンダー選択意

思決定に対する研究者の関心が低いという点を批判し、その調査結果にもとづいてべ

5さらにEt給ason　and　Wagner　G986）は小売購買行動を商品選択意思決定として明確に定義した（p．

　42）。またEtl；enson　and　Wagaer（1986）は小売業の購買意思決楚は産業財購貿行動としての特質を

　備えていながらも、その意思決定では圃人の裁量を認めることが多いと指摘しており、小売購買行動

　を個人について分析することの妥当性を主張している。それまでの先行研究が意思決定単位を直接的

　な問題とすることなく、意思決定権限を有する欄人を被験者とすることで分析単位の闇題を取り上げ

　なかったのに対して、彼らは小売購買行動を偲人的意思決定の問題として分析することを主張した。
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ンダー選択意思決定を理論的に考察している。その考察によれば事業規模や購買機能

の複雑性、さらに解決すべき購買問題の重要性の程度が高まるほど、小売業者ではベ

ンダー選択意思決定を組織的に行う傾向が強まるという。

　Cravens　and　Finn（1983）は、組織レベルでベンダー選択意思決定を分析する場

合の問題を指摘し、小売業者の愛顧動機がベンダーの選択意思決定に及ぼす影響を分

析するための予備考察を行った。その予備考察によれば小売業者は、過去の取引経験

や業界内での売り手ρ評判にもとづいて取引先に対する信頼を形成し、形成された信

頼が特定のベンダーに対する愛顧を動機づける原因になるという。そして愛顧動機を

形成した小売業者は、マークアップ率や物流能力などの基準にもとづいた合理的なベ

ンダー選択意思決定を行わない可能性が高まる。6

　Wagn鉱Ettensoll　aRd　Parrish（1989）はSheth（1973）のモデルを援用し、小売購

買行動におけるベンダー選択意思決定を購買担当者という個人レベルで分析している。

その分析の結果によれば、ベンダーの選択意思決定において販売実績とマークァヅプ

率7が他の基準に比較して相対的に重要であり、ベンダー選択意思決定の結果に及ぼす

影響力も他の基準に比較して相対的に大きいという。

　小売業におけるベンダー選択意思決定の問題に関しては、先行研究の指摘するよう

に研究蓄積は僅かである。その僅かななかでも商品選択と異なる要因がベンダー選択

意思決定プロセスに対して影響を及ぼすと主張されている。また商品選択に関する問

題と同様にして選択意思決定を行う単位についても個人または組織という想定に多様

性がある。

2－4、総括

　このようにして小売購買行動は選択意思決定として定義されることにより、商品選

択とベンダー選択に分けて研究されている。ただし研究蓄積という点で小売購買行動

6Cravens　and　Finn（1983）は愛顧動機を形成するレベルとして組織と個人とを分けて考えている。た

　とえば組織的な愛顧動機の例として系列チャネルが取り上げられている。このような愛顧動機をもつ

　小売業者はベンダー選択意思決定で自由裁鐙を制約されることになるという。また個人的に形成され

　る愛顧動機の場合、組織的な選択意思決定では選択の合理性が高まるとしつつも、その合理性の程度

　は組織的条件に依存すると主張している。なぜなら個人的な愛顧動機は、その動機を持つ個人のリー

　ダーシップを媒介して組織的な意思決定に影響するからである。

7小売販売頷格と卸売価格の差である。
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は商品選択という闘題を解決する意思決定として定義され、憎報処理モデルにもとづ

いて分析されてきたといえる。Sau磁ers　and　Deeble（1965）とM段rtin訟（1973）

でブラヅク・ボックスとして扱われていた小売購買行動が、She仇（1981）と後続研

究のなかで「商贔やベンダーに関する選択意思決定」と定義され、情報処理モデルに

関連づけられて分析されてきたのだ。そして先行研究の多くは購買状況に依存して購

買担当者の個人属性が購買行動を規定することを主張している。その個人属性とは、

最初にMartin　Jr，（1973）において指摘された購買担当者の「経験」である。経験豊

富な購買担当者ほど購買意思決定において求められる情報処理能力は高く、さらに新

規購買に代表されるような商品の販売可能性を判断すうことが困難であり、高度な情

報処理を要求される購買状況においてほど、購買担当者の経験格差が購買成果に及ぼ

す影響も大きくなる。これに対してベンダー選択については、先行研究も指摘するよ

うに研究者から多くの関心を集めてこなかった。その研究成果によれば同じ晶晶をど

のベンダーから購買するかという選択意思決定は、商品の販売可能性だけではなく、

その取引でのマークアップ率や物流能力などベンダーに帰属する要因、愛顧動機のよ

うに買い手である小売業者に帰属する要因などで決まるという。ただしベンダー選択

意思決定に関する研究も、商贔選択意思決定の研究と同じように情報処理モデルにも

とづいてベンダー選択意思決定を分析している。

　これまでに展開されてきた先行研究は、選択対象での違いを除けば、小売購買行動

を選択意思決定とみなしており、購買担当者を選択問題の解決に携わる意志決定者と

位置づけている点で共通する。すなわち小売購買行動研究において最も研究蓄積のあ

るメイン・ストリーム内部で、この研究視角が共有されている。次に共有された研究

視角について、その意味と限界を考察する。なお選択対象が商品かベンダーかにかか

わらず、小売購買行動を選択意思決定として定義し分析する一連の研究は、以下にお

いて「選択意思決定研究」と呼ぶ。

3、選択意思決定研究の研究視角とその意味

　多くの研究者が明示的であれ暗黙的であれ、小売購買行動を「商学とベンダーに関

する選択意思決定」と捉えてきた。
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図2　選択意思決定研究の焦点とインプリケーションの関係

先行研究の焦点

商晶選択

ベンダ「選択

選択意思決定

プロセス

購買状況

販売企業のマーケティング戦略

　　　　　　　　　　　　　　　　　筆者作成

　図2は選択意思決定研究の焦点とそのインプリケーションの関係を表している。選

択意思決定研究は同じ研究視角を共有している。それは「売り手視角（Seller

Perspective）」である。この研究視角に立つ選択意思決定研究は販売企業の立場から

小売購買行動を分析することによって、販売企業のマーケティング戦略に対するイン

プリケーションを提示している（Upah，1983；Hutt，1979）8。

　さらに選択意思決定のなかには購買状況として新規購買を想定している研究がある。

これも「売り手視角」と深く関係している。なぜなら新規購買状況は販売企業にとっ

ても最も不確実性の高い販売状況だからだ。生産者は間接的流通経路を通じて新製品

を市場に導入する場合、その新製品を消費者に販売するよりも先に、流通業者に販売

することになる。すでに販売実績のある既存製品に比較すると新製品には、それ自体

の販売実績もなく、消費者のみならず流通業者での認知度も低い。そのため新製品は、

流通業者にとって販売可能性を予測しにくい高リスクな商品であり、購買されにくい

商品となる。そして生産者は新製品を既存市場へ継続的に導入することで市場シェア

を維持・拡大したり、あるいは新たな市場を開拓したりすることで成長と存続してい

る。これを考えるならば、流通業者における新製品の採用率を高めるようなマーケテ

ィング戦略について法則性を提示することは、販売企業にとって重要なインプリケー

8そしてこれらの研究は次のような貢献を期待している。売り手は、構築されたモデルを利用すること

　によって、買ぴ手の意思決定ルールに適海したマーケティング戦略を策定することができる。売り手

　は、このような事前計画性の高いマーケティングを実行することで実行効率を高めることができると

　同時に、期待した購買行動（すなわち自社製品の選択であり、自社との取引関係の選択）へと買い手

　を誘導することで実行効果を高めることもできる。
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ションを持つことになる。9

　以上のことから選択意思決定研究では、小売購買行動における選択意思決定にのみ

研究の関心が向けられてきたのだ。

4．小鼠購買行動研究の課題と展望一『買い手視角』への転換

　多くの先行研究は小売購買行動を選択意思決定として定義することで、それを情報

処理モデルにもとづいて分析してきた。それらの研究は購買状況に最適なマーケティ

ング戦略の条件を販売企業に対するインプリケーションとして提示してきた。そこで

描かれている小売業の購買担当者は、組織や個人にかかわらず、商品またはベンダー

を状況適応的に選択する意思決定者である。ただしこの購買担当者は産業財の売り手

となる販売企業の視点で描かれており、購買企業の購買担当者に期待される役割の一

側面を捉えているにすきない。

　確かに消費者と小売業者との取引を考えるならば、買い手である消費者が商品選択

や店舗選択を行うことになる。そして選択の結果、選ばれた店舗で選ばれた商品が販

売されることになる。特殊な事情がないかきり、選ばれた小売業者は選ばれた商品を

消費者に対して販売することを拒まない。しかし購買企業と販売企業との取引を考え

るならば、購買企業の選択が無条件で販売企業に受け入れられるとは限らない。たと

え購買企業がある乙丸を選択し取引を望んだとしても、その商品の販売企業が取引に

癒じないことがある。また購買企業がある流通サービスを受けるために取引を望んだ

としても、その流通サービスを提供する販売企業が取引に応じないことがある。産業

財取引では販売企業にも買い手を選択する余地が残されているのだ。

　この売り手と買い手の関係は小売購買行動を交渉行動と定義して分析する研究で

想定されている。Dickユnson（1966）はゲーム理論にもとづき、百貨店の購買行動を

交渉過程に焦点をあてて研究する重要性を主張している。ただしその研究内容は購買

担当者に対してのインタビュー調査にもとつく交渉過程の記述でしかない。これより

後のNeu，　Graham，　and　G重董1y（1988）は、小売業の購買担当者とベンダー営業担当

者との交渉結果が購買担当者の性別で比較した場合にどのような相違を示すのかとい

9この点に関して販売企業は、取引条件で購買企業の知覚するリスクを吸収することで、新製融の取引

　を促進している。これに関しては、Rao　a轟d　McLa｛ミghhn（1989）、　McLau帥1勧andRao（エ990）が

　詳しい。
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う聞題を設定し、この問題について仮説を構築し実験室実験で検証している。これら

の研究は買い手と売り手の相互行為に焦点をあてて、小売購買行動を分析している点

に共通点がある。すなわちこれらの研究で定義される小売購買行動とは「一方的な選

択」ではなく、「相互的な選択」を前提とした購買意思決定なのである。したがって小

売購買行動研究には、小売購買行動を選択意思決定として定義する点で共通していて

も、「一方的な選択」として分析する研究と「相互的な選択」として分析する研究が存

在することになる。10

　「相互的な選択」から考察すると、「一方的な選択」は、特定の購買状況を想定する

ことによって購買担当者の直面する意思決定状況の一部分を理論的に解明しようとし

てきたといえる。また「一方的な選択」としての選択意思決定研究は協調的な立場で

取引に応じる売り手を想定しており、買い手の立場をヨリ協調的な方向に誘導するた

めの条件をインプリケーションとして導き出している。とくに「新規購買」という購

買状況では、この協調的な売り手の存在を前提として小売購買行動が分析されている。

しかし「相互的選択」状況のもとで小売購買行動を分析する場合には、この選択意思

決定研究の想定する意思決定状況は「相互的な選択」の状況で直面しうる意思決定状

況の一部にすぎない。そのため選択意思決定研究では、商品の買い手である小売業者

が協調的で、商品や流通サービスの売り手である生産者やベンダーが競争的な状況で

の小売購買行動を分析できない。たとえば有名ブランドの商品に関する小売購買行動

では、買い手の小売業者はブランドの販売権を持つ売り手のアパレルメーカーから取

引先として選択される側になるかもしれない。この状況での小売購買行動は、前述し

た選択意思決定研究では分析できない。11

　したがってメイン・ストリームとして豊富な研究蓄積のある選択意思決定研究は小

売購買行動を「一方的な」選択意思決定として定義したために、「相互的な選択」を問

題とする研究よりも限られた場面での小売購買行動に対してのみ説明力を持つにすぎ

ない。そして「売り手視角」から小売購買行動を選択意思決定として定義するかぎり、

「10そして「一方的な選択」としての選択意思決定研究が小売購買行動研究のメイン・ストリームであり、

　「相互的な選択」としての小売購買意思決定研究は周辺に位置する研究なのである。

U常に小売業者が売り手に対して優位な立場で選択意思決定を行うことができるならば、「一方的選択」

　を想定する選択意思決定研究のアプローチで小売購買行動を分析できる。しかし現実の小売業者は「多

　様な関係性」のもとで売り手と直面し、商品やベンダーの選択意思決定を行っている。必ずしも小売

　業者は売り手に対して優位な立場にあるとは限らないのだ。
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上記に述べた説明力の限界を克服することはできない。売り手にとっては自分の生産

した製品、あるいは提供する流通サービスについて、小売業者の購買担当者がどのよ

うな基準で選択意思決定を行うのかを予測し、その予測にもとづいてマーケティング

戦略を決定することが重要である。そこで期待されるのは、売り手の期待する購買行

動を買い手から引き出すことである。これに対して「買い手視角」にもとづいて小売

業者の購買行動を分析しようとした場合、売り手との関係性は様々であり、複数の選

択意思決定状況が存在することになる。小売業の購買担当者は担当する売場の贔揃え

を構築するために、複数の売り手一生産者や卸売業者と交渉し、「相互的な選択」状況

のなカ｝で商品や流通サービスを購買することになる。したがって「買い手視角」で小

売購買行動を分析するということは、「売り手視角」の先行研究とは異なる買い手一売

り手の関係性をも前提として理論的な解明を試みることになる。

　昨今、小売業が生産者や卸売業者に対して働きかけ、納品される商品の企画、雨乞

の仕組みまでも変えている。またアパレル業界に代表される生産販売体制の延期化は、

売れ筋商品への生産シフトと取引先の絞り込みを可能としており、アパレル商品を品

揃えする小売業の購買行動にも影響を及ぼしている。大量の商品を生産し販売する時

代と異なり、咋今は売れ筋商品が逐次的に生産されるため、一度店頭で品切れした売

れ筋商品を新たに贔揃えすることが難しくなっている。さらに取り巻く経営環境は厳

しく、競合他社との激しい競争関係のなかで差別性の高い出揃えを作り出すことので

きる能力が小売業に問われている。この現状において小売業の購買担当者に期待され

る役割も変化している。これまでのように既存商品の販売可能性を判断して購買する

だけではなく、担当する売場について標的顧客の吸引力を高めるような品揃えを作り

上げ、さらに販売力のある品揃え構成を維持することが購買担当者に期待されている。

それゆえに今後の小売購買行動研究では、この購買担当者の役割の変化に着目して小

売購買行動を解明することにより、小売業者に対して実務的なインプリケーションを

提示することが期待される。その場合には「買い手視角」で小売購買行動を研究する

ことが求められるのだ。
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